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STス ポ ッ ト ・ダ ンス シリーズにおけ る活動 と創 造支援

岡崎 松恵

STス ポットは, 横浜にある小劇場です。56m2

の空間に間口三間 ×奥行二間半の舞台を作 ると, 

客席数わずか60席。 ダンスには極小のスペースで

すが, 1997年 よりこれか らの才 能を支援す る

「STスポッ ト・ダンスシリーズ」を開催 していま

す。このシリーズは, 公募のショーケース 「ラボ

20」 を入口に, 単独公演, セレクションとステッ

プアップ方式のプログラムになっています。今日

は若手の活動 ということで, ラボ20の参加作品か

ら, 20代か ら30代のアーティス トたちの活動 を紹

介 します。

 ラボ20は, 持ち時間20分の身体表現のラボラト

リー(実 験室)の 意味で, 第一線のアーティス ト

が公演全体をデザインするキュレーター とな り, 

上演作品をオーディションで選考 し, 創作プロセ

スに関わりなが ら作品の成長をサポー トするとい

う公演プログラムです。応募は各回全国から40前

後ありますが, キュレーターは毎回変わりますの

で, 常に新 しいアーティス トや作品が登場するこ

とになります。 オーディションでは年間80組 の作

品を見ることになるのですが, 私にとって も半数

は初見で, ここ数年でダンスの裾野が大 きく広が

ったと実感 しています。

 最初は, 丹野賢一さんのキュレー トによる 「ラ

ボ#9」 の参加作品, 手塚夏子の 『私的解剖実験:』

です。 この作品はトヨタアワー ドほか同 じタイ ト

ルで上演が重ねられているのでご存 じの方も多い

のではないかと思いますが, これはこのシリーズ

の初演作です。手塚 さんは33歳, パントマイムを

学んだのち, マイムとダンスの領域 を行った り来

た りしながらソロ作品を発表 し, ニブロールのダ

ンサーとしても活動 しながら, 2000年 本作品か ら

ソロ活動を本格的に開始 しました。

 手塚 さんのダンスは, 「私的解剖実験」のタイ

トルにあるように, 自分の身体 を素材 に知覚の

隅々を掘 り起 こすような実験 を繰 り返すことで, 

自分なりの動 きを見つけだそうとしています。 初

演のラボではまだ身体の一部ですが, 目の裏側の

筋肉とか, 中指の爪の裏側とか, 普段私たちが気

に止めない部分に執拗にこだわりっています。 い

わゆるダンサー的な動きはなく, 観客はただただ

手塚さんが身体の内側に集中している姿を見つめ

続けることになるのですが, そこには明確な表現

の根拠を見ることができます。

 こうした追求の方法は, 次の大倉摩矢子さんに

もいえます。 これは, 山崎広太さんキュレー トに

よる 「ラボ#13」 参加作品, 『なんでもあり』 と

いう即興のソロ作品です。彼女は26歳, 大学生の

ときENBUゼ ミナールで大森政秀 さん と出会っ

たことがきっかけで舞踏を始め, 2000年 から大森

さんのカンパニー作品に参加, 2002年 これが初の

劇場におけるソロ作品です。

 彼女のダンスの特徴は, 最近の若いダンサーに

はまれな強い軸のある身体です。 身体の構造に対

する研究心が旺盛で日頃の鍛錬 も熱心に取 り組ん

でいますが, できるだけ無駄を削ぎ落として, 自

分の身体の中にある知覚をもとに表現を立ち上げ

ようとしている点で手塚さんと共通のものがあり

ます。たとえば, 知覚神経を触覚みたいに出して

いく時間(例 えば足の裏をすごく気を付けて歩行

するというようなことによって出てくる), タメ

とカタムキが持続 して成立 して出来る即興, そう

いったことに強い興味をもって作品を作っていま

す。

 次は舞踏を出発点にしながら, 大倉 さんとは全

く異なる展開を行っている 「金魚 ×10」です。主

宰の鈴木ユキオさんは1997年 アスベス ト館 を経て, 

若衆, 大豆鼓ファーム, サルヴァニラに所属 し, 

2000年 より自己のグループを率いながら, ソロ活

動 も意欲的に行っています。金魚は鈴木 さんのプ

ロジェク トカンパニーといったもので, 作品ごと

にさまざまな個性のメンバーを集めて, おもちゃ

箱のようにいろんなものが飛び出し, 世界にゆら

ゆらおよいでい く金魚みたいな, ということか ら

グループ名がつけられました。2002年1月 山下残

さんキュレー トの 「ラボ#14」 参加作品, 「空気

の底, 身体の色」です。

 この作品では, 役者や美術家, ダンサーなど8

人のメンバーか ら出てきた動 きを組み合わせて

次々と異なる トー ンの場面を展開 していきます。

複雑な構成 とその展開の早 さは, 交錯する都市の
一面を思い起こさせ ます。 このようなゆるやかな

カンパニーのあり方は今後主流 となると思うので

すが, 次々と新 しい魅力を開発 していく可能性が

ある反面, メンバー全員に技術を洗練させて作品

の精度を高めてい くことが難 しいという課題があ

ります。

次は, 20代前半のデュオグループ, 新鋪美佳 さ
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んと福留麻里さんの 「ほうほう堂」です。 ダンス

教室で一緒だったことがきっかけで結成されまし

た。 「ラボ#13」 で上演 した 「ホーホー注意報」

です。

おそろいの赤い服でポーカーフェイス, 小さな

体から生まれる独特な動き, ちぐはぐしたや り取

りなど, いまどきのかわいいダンスに括 られてし

まいそうですが, ここ1年 間で急成長したグルー

プです。微妙な人間の関係性や日常のズ レにこだ

わった細心の振付, 音に対するセンスのよさ, 空

間を把握する力もあって, 作品全体に日常のあわ

いといった, まったりと流れる独特な時間を作 り

出しています。 これか らが期待できるグループの

ひとつです。

 これまではみなさん舞台経験を積んでラボに参

加した人たちですが, このシリーズにはダンスの

技術的な訓練もあまりなく初めての舞台という人

たちも登場します。次は武田信吾さん25歳, テレ

ビで白虎社の物まねを見たのがきっかけでダンス

に興味を持ち, 大酪駝鑑のワークショップに参加

し, 「ラボ20#14」 で始めてのソロ作品を発表し

ました。

 タイ トルは 『9』。宇宙にひとりぼっちの僕と

いう設定ですが, そこはやたら現実的な世界で, 

広いはずの宇宙はSTの 間口6メ ー トルに過 ぎず, 

友人に出会ったりもします。 こうした自分を取 り

巻く空間で起きるさまざまな出来事(彼 の語 りに

よると)に 突発的に激しく反応する言葉と体, そ

れがあらぬ方向へ展開 し観客の笑いを誘います。

ただ彼の言葉と不器用な動きの中に, 何か生 きる

ことや今いることやその場所に対する違和感や不

全感のようなものを彼がなんとかしようとしてい

ることを感じさせるパフォーマンスでもあ りまし

た。それを明るく笑い飛ばすところがある。 これ

は若い世代が共通に持っている感覚で, 同世代の

観客から多 くの共感を得た舞台でした。

以上, 5つ の作品から, 現在のコンテンポラリ
ーダンスの多様な表現のあ りようが見てとれるの

ではないかと思います。形態としては圧倒的にソ

ロが多 く, STの ダンスシリーズの9割 は自作 自

演です。 これはSTス ポッ トが小さな空間だか ら

ということだけではな く, 日本の若手のコンテン

ポラリーダンス全体の傾向でもあって, 彼 らの置

かれている創造環境 と関係があります。 ダンサー

の半分は舞踊研究所でダンスを学び独立 した人で

すが, もう一方は演劇やマイム ・美術など他の表

現ジャンルから身体に興味を持ってダンスのワー

クショップに参加 し, ダンスの創作を始めるとい

ったケースです。出発点がひとりであること, そ

の出発点 として自分の身体, 経験や感覚か ら作品

を作ろうしていること, そして経済的な状況 もあ

ると思います。

こか した孤独 な環境の中で, ダ ンサーたちが 自

分 のイメー ジを具体化す る適切な方法 を見つける

こ とは容易 なこ とで はあ りませ ん。 そ こで, ST

ス ポ ッ ト・ダンス シリーズで は, 途 中経過 を公 開

す るデ ィス カ ッシ ョン, リハ ーサ ル, 公 演 まで, 

出演者が キュレー ターやス タッフなどの第三者 と

対話す る機会 を作 ってい ます。 キ ュレー ター とな

るアー ティス トは同様の体験 を持った先輩 として

舞台 の傍 らに立 ち, 出 演者が なん とか 自力でその

道 を抜 け出すの を見守 り, 少 しだけ手助け をしま

す。 その作業の多 くは, 問 いかけです。 作 品の コ

ンセプ ト, 場 面の意味, 音 ・衣装 ・道具な どのチ

ョイス など, 現 場では実 に細かい質問が飛び交い, 

そ う した対話の中か ら, 出 演者は 自ら作 品の根拠

を明確 にす るきっかけ を得た り, これ まで気 が付

か なか った 自分の魅力 を再発見 した り, ダ ンスに

向か う姿勢 を考 えた りするのです。 その他, 運 営

上で もい くつかの工 夫 をしてい ます。

・ 事前審査 は な く, 応 募者全 員が オーデ ィシ ョ

 ン に参加する。

・ キ ュ-レー ター は審査 基準 と採 否の理 由 を応募

 者 全員に伝 える。

・ す ぐれた作 品 を上演 した アーテ ィス トに 「ラ

 ボ ・アワー ド」 を授 与 し, 次 の作 品発表の場

 を提供する。

先 に紹介 したアーテ ィス トは, い ずれ もラボ20を

通 していろいろな発見 を して, 次 のステ ップに繋

げ ました。

 い ま若手の成長 と考 える とき, 継 続 的な活動が

で きる, 展 望 が見 える, 刺 激 しあえる仲 間が いる

とい うことが 重要 だ と思 って い ます。STス ポ ッ

トも, セ ッションハ ウス もダ ンスボ ックス もそう

した支えあ う仕組 みを もっていて, 日本 の コンテ

ンポ ラリーダ ンスの基礎的 な部分 を担 っているの

ではないか と思 っています。

＊本稿は, 第55回 舞踊学会 「ダンスシーンから見た若

者文化」(2003年12月6日)の 講演内容を再構成した

ものである。
＊筆者は1987年 よ りSTス ポ ット館長を務め, 1994-2003

年 「STスポ ット・ダンスシリーズ」のプロデュース

を担当。2004年1月 より, 歴史 的建造物を活用した

アートスペースBankART 1929の 館 長に就任。
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